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大
滝
神
社
本
殿
及
び
拝
殿
の
普
請
経
過
と
設
計
変
更
時
期
に
つ
い
て

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

越
前
市
大
滝
町
に
あ
る
大
滝
神
社
里
宮
（
下
宮
）
の
本
殿
及
び
拝
殿
は
天
保

十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
永
平
寺
大
工
大
久
保
勘
左
衛
門
等
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
（
写
真
１
）。
こ
の
建
物
の
普
請
関
係

文
書
と
絵
図
も
同
神
社
に
の
こ
り
、
合
わ
せ
て
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

（
（
（
（
（

。

し
か
し
、こ
の
絵
図
（
立
面
図
二
枚
）（
写
真
２
・
３
）
と
現
社
殿
（
写
真
４
・５
）

は
外
観
が
本
殿
と
拝
殿
が
一
体
と
な
っ
た
社
殿
で
似
て
は
い
る
が
、
両
者
は
立

面
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
絵
図
の
立
面
で
は
流
造
の
本
殿
屋
根
に
正
面
に

軒
唐
破
風
の
つ
い
た
入
母
屋
造
屋
根
の
拝
殿
が
接
続
し
た
外
観
と
な
る
。
と
こ

ろ
が
、
現
本
殿
は
流
造
本
殿
屋
根
の
上
に
軒
唐
破
風
の
向
拝
を
も
っ
た
入
母
屋

造
屋
根
を
さ
ら
に
載
せ
、
拝
殿
は
妻
入
の
入
母
屋
屋
根
に
軒
唐
破
風
付
向
拝
を

付
加
す
る
建
物
と
な
る
。
ま
た
、
絵
図
外
観
か
ら
推
測
さ
れ
る
平
面
は
、
本
殿

が
正
面
三
間
奥
行
二
間
の
三
間
社
と
想
定
さ
れ
る
が
、
現
本
殿
は
正
面
三
間
奥

行
三
間
の
三
間
社
で
あ
る
（
後
掲
図
１
左
）。
こ
れ
ら
の
違
い
や
そ
の
形
態
が

ど
う
し
て
生
ま
れ
た
の
か
の
憶
測
は
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
論
考
は
見
当
た
ら

な
い
。
ま
た
、
普
請
関
係
の
文
書
や
絵
図
の
検
討
も
管
見
で
は
み
ら
れ
な
い
。

　

本
稿
は
こ
の
建
物
に
棟
梁
と
し
て
参
加
し
た
大
久
保
勘
左
衛
門
が
著
し
た
通

称
「
日
下
恵
」
あ
る
い
は
「
覚
」（
以
下
「
覚
」
と
称
す
）
と
大
滝
神
社
の
普

請
関
係
文
書
と
絵
図
か
ら
、
ま
ず
現
本
殿
及
び
拝
殿
の
普
請
経
過
を
出
来
る
だ

け
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
文
書
中
の
工
事
費
・
木
材
の
両
見
積
書
と
絵
図

の
内
容
を
比
較
検
討
し
、
当
初
計
画
の
本
殿
及
び
拝
殿
の
平
面
と
そ
の
作
成
時

期
を
推
定
す
る
。
そ
の
後
、
支
払
関
係
文
書
か
ら
現
本
殿
及
び
拝
殿
へ
計
画
が

変
更
さ
れ
た
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
。

大
滝
神
社
本
殿
及
び
拝
殿
の
普
請
経
過
と
設
計
変
更
時
期
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
大
久
保
勘
左
衛
門
家
史
料
の
研
究
（
三
）
―

国　

京　

克　
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一　

資　
　

料

　
「
覚
」
は
勘
左
衛
門
の
子
孫
で
あ
る
大

久
保
洋
一
家
に
残
さ
れ
た
資
料
の
一
つ

で
、
天
保
九
年
〜
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

の
全
十
四
冊
が
あ
り
、
勘
左
衛
門
が
死
去

す
る
迄
の
資
料
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は

日
々
の
日
用
品
の
出
費
、
協
力
大
工
へ
の

支
払
、
仕
事
先
か
ら
の
入
金
、
勘
左
衛
門

の
勤
務
状
況
な
ど
勘
定
に
関
す
る
覚
書

で
あ
る
。
勘
左
衛
門
や
協
力
大
工
は
各
日

ご
と
あ
る
い
は
仕
事
先
ご
と
に
分
か
れ

て
は
い
る
が
、
月
日
が
前
後
し
て
い
る
部
分
、
重
複
し
て
い
る
部
分
も
多
々
あ

り
、
整
理
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
大
久
保
勘
左
衛
門
家
は
永
平
寺
町
志
比
の

大
本
山
永
平
寺
門
前
の
大
工
村
に
住
み
、
代
々
大
工
を
勤
め
た
家
柄
で
、
勘
左

衛
門
を
襲
名
し
た
。「
覚
」
に
よ
れ
ば
、
現
大
滝
神
社
本
殿
及
び
拝
殿
を
建
て

た
の
は
十
七
代
勘
左
衛
門
喜
角
で
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
同
家
史
料

の
「
嘉
永
四
辛
亥
歳
改　

歴
代
先
祖
精
霊
記
」（

（
（

に
よ
れ
ば
安
政
六
年
正
月
十
一

日
に
五
十
九
歳
で
死
亡
し
て
い
る
か
ら
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
頃
生
ま
れ

と
な
る
。
大
滝
神
社
に
関
す
る
資
料
は
表
に
「
萬
覚
帳　

庚
天
保
□　

年
正
月

吉
日
」、
裏
に
「
大
久
保
喜
角
」
と
表
題
の
あ
る
天
保
十
一
〜
十
三
年
ま
で
の

大
福
帳
一
冊
（
以
後
「
萬
覚
帳
」）
で
あ
る
。
国
の
文
化
財
台
帳
で
現
本
殿
及

び
拝
殿
が
完
成
し
た
と
さ
れ
る
天
保
十
四
年
、
社
殿
の
開
帳
が
お
こ
な
わ
れ
た

写真１　大滝神社本殿及び拝殿

写真２　絵図（側面図）（大滝神社蔵）写真３　絵図（正面図）（大滝神社蔵）

写真５　本殿及び拝殿正面 写真４　本殿及び拝殿正側面（福井県教育委員会蔵）
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大
滝
神
社
本
殿
及
び
拝
殿
の
普
請
経
過
と
設
計
変
更
時
期
に
つ
い
て

翌
十
五
年
（
弘
化
元
年
）
の
「
覚
」
に
は
大
滝
神
社
に
関
す
る
記
載
は
み
ら
れ

な
い
。

　

大
滝
神
社
文
書
に
は
、
天
保
十
一
年
四
月
の
地
元
五
箇
村
の
大
工
達
が
神
社

造
営
に
際
し
て
工
事
を
請
負
わ
せ
て
欲
し
い
と
神
主
へ
願
っ
た
「
口
上
書
」、

同
年
の
社
殿
工
事
費
見
積
書
の
「
御
本
社
金
積
帳
」、
同
じ
く
社
殿
に
必
要
な

木
材
の
大
き
さ
や
長
さ
数
量
を
見
積
も
っ
た
「
御
本
社
木
積
帳
」、
翌
十
二
年

か
ら
の
工
事
費
の
諸
支
払
に
関
す
る
こ
と
を
記
し
た
「
権
現
様
御
普
請
雑
用
出

入
帳
」、
十
二
年
の
大
工
棟
梁
大
久
保
勘
左
衛
門
な
ど
に
支
払
わ
れ
た
金
銀
米

を
記
し
た
「
金
銀
米
出
入
大
工
勘
左
衛
門
殿
請
取
帳
」、
十
四
年
八
月
の
工
事

費
不
足
の
た
め
諸
方
に
寄
付
を
懇
願
し
た
「
口
演
」、
十
五
年
正
月
の
彫
刻
や

錺
金
物
の
奉
加
帳
で
あ
る
「
大
滝
児
権
現
下
宮
彫
刻
等
奉
加
帳
」、
そ
し
て
絵

図
二
枚
で
あ
る
。

　
　
　

二　

大
滝
神
社
本
殿
及
び
拝
殿
の
建
設
経
過

　

大
滝
神
社
文
書
の
「
口
上
書
」、「
御
本
社
金
積
帳
」、「
御
本
社
木
積
帳
」、「
権

現
様
御
普
請
雑
用
出
入
帳
」、「
金
銀
米
出
入
大
工
勘
左
衛
門
殿
請
取
帳
」、「
口

演
」、「
大
滝
児
権
現
下
宮
彫
刻
等
奉
加
帳
」
の
社
殿
普
請
に
関
す
る
主
要
な
支

出
状
況
、
大
久
保
勘
左
衛
門
の
「
覚
」
の
大
滝
神
社
に
関
す
る
記
述
を
年
代
順

に
一
覧
と
し
た
（
表
１
・
稿
末
参
照
）。「
口
上
書
」
は
天
保
十
一
年
四
月
下
旬

に
五
箇
村
の
大
工
四
人
か
ら
神
主
に
出
さ
れ
た
も
の
で
、
御
開
帳
に
伴
う
社
殿

普
請
を
五
箇
の
大
工
に
任
せ
て
欲
し
い
こ
と
、
も
し
入
札
に
よ
り
他
地
域
の
大

工
と
な
っ
た
場
合
は
形
式
上
の
棟
梁
を
五
箇
の
大
工
に
申
し
付
け
て
欲
し
い
こ

と
な
ど
普
請
工
事
に
関
す
る
要
望
を
世
話
人
で
あ
る
三
田
村
氏
な
ど
に
伝
え
て

欲
し
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
社
殿
建
替
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
社
殿
建
て
替
え
の
理
由
は
内
田
吉
左
衛
門
家
文
書
の
天
保
十
五
年

の
「
萬
覚
留
」（

（
（

に
開
帳
時
の
様
子
を
記
録
し
た
も
の
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
附

言
大
瀧
児
権
現
様
御
堂
年
を
重
ね
破
損
も
在
之
ニ
付
去
る　

立
替
普
請
之
沙
汰

在
之　

下
御
堂
立
替
候
事
」
と
あ
り
、
下
御
堂
（
里
宮
）
が
古
い
建
物
で
傷
み

が
激
し
く
な
っ
た
た
め
と
わ
か
る
。
し
か
し
、「
権
現
様
御
普
請
雑
用
出
入
帳
」

に
は
古
本
殿
を
片
山
村
に
二
〇
〇
匁
で
譲
っ
て
い
る
こ
と
が
み
え
、
修
理
が
出

来
な
い
程
社
殿
が
傷
ん
で
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た（

（
（

。
十
一
月
に
は
彫
物
一
式
、

錺
や
鉄
金
物
一
式
、
石
一
式
、
屋
根
屋
・
大
工
・
木
挽
の
手
間
飯
米
代
を
記
し

た
「
御
本
社
金
積
帳
」
が
、
十
二
月
に
は
本
殿
と
神
輿
殿
（
拝
殿
）
の
所
用
木

材
数
量
が
書
か
れ
た
「
御
本
社
木
積
帳
」
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
誰

か
ら
出
さ
れ
た
か
の
記
載
は
な
い
が
、「
御
本
社
金
積
帳
」
に
ほ
ぼ
一
致
す
る

記
載
が
勘
左
衛
門
の
天
保
十
一
年
十
二
月
〜
翌
年
正
月
頃
の
「
萬
覚
帳
」
に
み

ら
れ
、
大
久
保
勘
左
衛
門
が
神
社
に
提
出
し
た
書
類
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
こ
の
記
述
の
前
頁
に
は
「
五
ヶ
大
瀧
御
宮　

子
十
二
月
十
六
日
ゟ　

一
、八
人
半　

勘　

一
、八
人
半　

善
（
後
略
）」
と
、
社
殿
普
請
の
棟
梁
・
脇

棟
梁
と
な
っ
た
勘
左
衛
門
と
善
太
郎
を
意
味
す
る
「
勘
」
と
「
善
」
に
人
工
八

人
半
ず
つ
が
記
載
さ
れ
、
大
瀧
神
社
に
か
か
わ
る
作
業
を
し
て
い
る
。
も
っ
と

も
、
勘
左
衛
門
は
十
一
年
八
月
三
日
、
九
月
八
・
九
日
に
五
箇
に
い
っ
た
こ
と

が
「
萬
覚
帳
」
に
あ
り
、
こ
の
頃
か
ら
大
滝
神
社
の
普
請
に
何
ら
か
関
係
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
翌
年
正
月
に
は
「
大
瀧
御
宮
之
覚
」
と
し
て
五
箇
ヘ
の

年
玉
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
勘
左
衛
門
と
善
太
郎
の
正
月
の
人
工
数
、
さ
ら
に
二
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月
二
十
九
日
〜
三
月
八
日
の
二
人
の
合
計
十
七
人
工
が
上
が
り
、
こ
の
内
訳
と

し
て
「（
前
略
）
一
、十
七
人 

入
工
／
内
／
同
／
一
、七
人
半　

絵
図　

善
太
郎
」

と
あ
り
、
社
殿
の
絵
図
を
善
太
郎
が
描
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

天
保
十
二
年
三
月
か
ら
記
載
さ
れ
る
「
権
現
様
御
普
請
雑
用
出
入
帳
」
に
は
、

釿
立
祝
儀
の
出
金
が
四
月
七
日
の
項
の
前
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
五
月

朔
日
に
出
金
と
し
て
「
一
、
〃
（
銀
）
八
拾
匁　

粟
田
部
伝
七
郎　

釿
の
立
米

弐
俵
代
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
表
題
の
月
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
三
月
中
に

釿
立
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
勘
左
衛
門
へ
の
大
工
手
間

支
払
と
飯
米
支
給
が
五
月
、
六
月
、
七
月
、
十
月
、
十
二
月
、
翌
年
四
月
、
六

月
、
八
月
、
九
月
と
続
き
、
十
月
で
終
わ
っ
て
い
る
。
九
月
は
「
一
、
銀
壱
貫

匁　

大
工
勘
左
衛
門
」、
十
月
は
「
一
、六
拾
六
匁　

御
宮
木
挽
渡
ス
／
一
、
同

（
銀
）
三
匁
五
分　

内
三
人
半
大
工
勘
左
衛
門
頼
ミ
手
間
代
共
」
と
あ
り
、
九

月
十
三
日
に
大
き
な
支
払
い
が
あ
り
、
十
月
二
十
六
日
は
数
日
の
手
間
賃
支
払

い
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
大
工
工
事
は
九
月
で
ほ
ぼ
終
わ
り
、
十
月

は
手
直
し
程
度
の
工
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
途
中
天
保

十
二
年
十
二
月
十
二
日
の
記
述
に
木
引
の
た
め
五
箇
の
村
々
へ
の
包
物
代
と
し

て
一
〇
五
匁
が
支
払
わ
れ
、
木
引
き
仕
上
げ
の
節
入
用
と
し
て
大
工
に
儀
式
用

と
想
像
さ
れ
る
紙
代
や
五
箇
世
話
方
へ
の
酒
代
の
支
払
が
み
ら
れ
、
こ
の
頃
に

木
材
の
木
引
き
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
、
勘
左
衛
門
の
記
録
し
た
「
萬
覚
帳
」
で
は
、
天
保
十
二
年
三
月
・
五

月
・
七
月
・
十
月
に
五
箇
よ
り
収
入
の
記
録
が
あ
り
、
こ
の
頃
ま
で
大
滝
神
社

の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
勘
左
衛
門
は
こ
の
年
大
滝
神
社

の
他
に
本
山
永
平
寺
・
中
野
山
（
専
照
寺
）・
民
家
等
の
工
事
に
携
わ
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
が
、前
述
の
よ
う
に
同
十
二
年
四
月
〜
弘
化
元
年
迄
の
「
覚
」

に
大
滝
神
社
の
記
録
が
見
ら
れ
ず
、
そ
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

　

石
屋
ヘ
の
手
付
金
が
天
保
十
三
年
二
月
下
旬
に
、
支
払
が
三
月
下
旬
〜
九
月

中
旬
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
石
屋
へ
の
支
払
が
大
工
へ
の
支
払
と
ほ

ぼ
同
じ
月
に
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
石
工
事
は
建
物
本
体
に
絡
む
基
礎
工

事
と
は
別
の
外
構
な
ど
の
工
事
が
続
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
屋
根
工

事
は
天
保
十
二
年
の
釿
立
祝
儀
出
金
に
屋
根
屋
の
市
右
衛
門
が
み
え
る
が
、
そ

の
後
に
市
右
衛
門
の
名
や
屋
根
に
関
す
る
直
接
的
な
支
払
は
み
え
な
い
。
し
か

し
、
十
二
年
十
二
月
二
十
七
日
に
「
一
、
〃
（
銀
）
二
百
匁　

八
右
衛
門
／
榑

引
之
方
へ
渡
ス
」、
十
三
年
九
月
二
十
六
日
に
「
一
、
銀
七
匁
五
歩　

竹
代
／

池
田
割
木
榑
」
と
あ
り
、
屋
根
葺
材
と
み
ら
れ
る
榑
板
製
作
の
作
業
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
木
挽
手
間
の
支
払
が
八
月
以
降
に

頻
繁
に
み
ら
れ
、
そ
の
支
払
が
十
月
下
旬
ま
で
み
ら
れ
る
。
十
月
の
大
工
手
間

支
払
は
銀
三
・
五
匁
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
木
挽
へ
の
支
払
は
約
銀
四
三
〇
匁

に
達
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
大
工
工
事
が
終
了
し
た
後
も
木
挽
の
作
業
が
継
続
し
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
屋
根
の
榑
板
割
と
屋
根
葺
き
の
作
業
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る（

（
（

。
十
一
月
十
九
日
は
「
一
、
同
（
銀
）
三
匁
手
間

代　

甚
六
／
一
、
同
三
匁
五
歩　

御
宮
木
挽
手
間
代
不
足
之
方
江
相
渡
申
也
」

と
、
屋
根
工
事
の
終
了
を
予
想
さ
せ
る
既
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
天

保
十
三
年
十
一
月
頃
に
は
工
事
の
実
態
が
つ
か
め
な
い
彫
刻
工
事
を
除
い
た
社

殿
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

以
後
、
天
保
十
四
年
八
月
の
「
口
演
」
の
大
滝
寺
世
話
人
に
よ
る
普
請
成
就

の
た
め
の
再
度
の
寄
付
願
ま
で
、
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
翌
十
五
年
正
月
に
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大
滝
神
社
本
殿
及
び
拝
殿
の
普
請
経
過
と
設
計
変
更
時
期
に
つ
い
て

は
再
び
普
請
成
就
の
た
め
彫
刻
や
錺
金
物
の
奉
加
を
願
う
「
大
滝
児
権
現
下
宮

彫
刻
等
奉
加
帳
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
社
殿
工
事
費
の
支
払
は

天
保
十
五
年
以
降
に
ず
れ
込
ん
だ
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　

三　

絵
図
と
普
請
文
書

　

前
節
で
は
現
本
殿
及
び
拝
殿
の
普
請
が
天
保
十
一
年
四
月
に
は
動
き
だ
し
、

十
二
月
迄
に
は
大
工
が
永
平
寺
大
工
の
大
久
保
勘
左
衛
門
に
任
さ
れ
た
。
十
二

年
三
月
頃
か
ら
工
事
が
始
め
ら
れ
、
十
三
年
十
月
頃
に
は
彫
刻
や
錺
金
物
等
を

除
く
外
観
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
同
十
五
年
の
開
帳
前
に

よ
う
や
く
完
成
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
節
で
大
久
保
勘
左

衛
門
の「
萬
覚
帳
」中
の「
金
積
」部
分
と
大
滝
神
社
文
書
の「
御
本
社
金
積
帳
」、

さ
ら
に
本
拝
殿
を
描
い
た
絵
図
を
比
較
し
、
社
殿
建
物
の
異
同
を
明
ら
か
に
す

る
。
そ
の
後
、「
御
本
社
木
積
帳
」
の
部
材
長
さ
や
数
量
と
絵
図
か
ら
得
ら
れ

る
部
材
数
量
を
比
較
し
、
絵
図
の
制
作
時
期
を
探
る
。
そ
の
後
、
絵
図
が
何
時

頃
変
更
さ
れ
、
現
社
殿
の
よ
う
な
姿
と
な
っ
た
か
を
推
測
す
る
。

（
一
）「
萬
覚
帳
」
の
金
積
と
「
御
本
社
金
積
帳
」

　

勘
左
衛
門
「
萬
覚
帳
」
の
金
積
と
「
御
本
社
金
積
帳
」
は
、
名
称
・
書
き
順
・

数
量
・
金
額
と
も
ほ
ぼ
同
じ
の
書
き
方
で
、
表
２
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
彫

物
で
は
、「
萬
覚
帳
」
総
計
で
は
金
一
一
八
両
、「
御
本
社
金
積
帳
」
総
計
で
は

金
一
一
一
両
と
金
七
両
の
違
い
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
萬
覚
帳
」
の
み
に
あ
る
拳

鼻
十
四
ケ
の
金
額
の
差
で
あ
る
。
名
称
で
は
「
萬
覚
帳
」
の
単
な
る
「
木
鼻
」

が
、「
御
本
社
金
積
帳
」
で
は
「
木
鼻
獅
子
」
と
彫
物
の
題
材
が
加
わ
る
。「
萬

覚
帳
」
の
「
破
風
か
さ
り　

母
屋
彫
物
」
は
「
破
風
か
さ
り　

両
方
と
も
」
と
、

数
量
的
言
葉
と
な
る
。
石
の
部
で
は
「
萬
覚
帳
」
の
総
計
で
は
金
三
五
両
、「
御

本
社
金
積
」
の
総
計
で
金
三
〇
両
と
、
こ
こ
で
も
「
萬
覚
帳
」
が
金
五
両
高

く
な
っ
て
い
る
。「
萬
覚
帳
」
で
は
部
材
名
称
が
な
く
、
長
さ
の
記
入
の
み
で

は
ほ
と
ん
ど
何
を
意
味
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、「
御
本
社
金
積
帳
」
で
は

亀
腹
と
し
て
一
丈
二
尺
二
寸
×
一
丈
六
尺
四
寸
と
大
き
さ
が
詳
し
く
記
載
さ
れ

る
。
そ
れ
以
降
の
両
文
書
に
あ
る
尺
八
や
六
八
は
切
石
の
大
き
さ
で
あ
り（

（
（

、
基

壇
石
あ
る
い
は
基
礎
の
布
基
礎
石
と
み
ら
れ
る
。「
御
本
社
金
積
帳
」
に
は
尺

八
や
六
八
の
合
計
金
額
も
記
さ
れ
る
。

　

一
方
、
屋
根
屋
の
手
間
は
金
二
五
両
、
錺
金
具
と
鉄
金
物
の
総
計
は
金
九
四

両
二
歩
で
両
文
書
と
も
に
同
じ
で
あ
る
。「
御
本
社
金
積
帳
」
に
は
本
殿
・

拝
殿
の
垂
木
先
端
の
木
口
錺
金
物
と
釘
隠
一
個
当
た
り
の
単
価
が
記
さ
れ
て

い
る
。
大
工
木
挽
手
間
は
金
一
五
〇
両
、
同
飯
米
が
金
五
五
両
と
同
じ
で
あ

る
。
総
合
計
は
「
萬
覚
帳
」
が
金
四
七
七
両
二
歩
、「
御
本
社
金
積
帳
」
が
金

四
六
五
両
二
歩
で
、
彫
物
と
石
の
差
額
金
一
二
両
と
な
る
。
以
上
か
ら
清
書
さ

れ
た
「
御
本
社
金
積
帳
」
は
、
仕
様
や
一
個
当
た
り
の
単
価
が
細
か
く
記
載
さ

れ
た
部
分
が
あ
り
、「
萬
覚
帳
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
あ
る
い
は
や
や
遅
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
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六
十
六
巻
一
号

「萬覚帳」

部材名 数 金額（両）

木鼻 12 10

帰ル又 10 10

破風かさり母屋彫物 10

多挟 4 6

向拝帰ル又 3 6

脇障子 2 10

小脇 2 3

御こし殿彫物 15

壁板 7 35

本社敷鼻 4 3

拝殿敷鼻 4 3

拳鼻 14 7

〆 118

石□二丈四尺六寸

二丈弐尺

□□五尺

尺ﾆ八寸 210

六尺　六八 50

弐間半ﾆ三間三方

石悉嵩 35

屋根屋手間 25

棰　74 本〆 298

拝殿 312

二口〆 608 35

釘隠し　18、28 46 6

両破風 10

唐破風 3

千鳥破風 1 両 2 歩

千木・鰹木 5

拝殿扉鉄金具 6

高欄・脇障子 5

角木・茅おい・布裏 5

鉄物 18

金具悉皆〆 94 両 2 歩

大工木挽 150

飯米 140 俵 （米代55両）

〆 477 両 2 歩

御本社金積帳 絵図

部材名 数 金額（両） 数

本殿 拝殿

木鼻獅子 12 10 円隅柱 2 × 4 本 + 向拝 2 本

帰ル又 10 10 2+3+2+3（正面虹梁上）

破風かさり 両方とも 10 2

多挟 4 6 4（柱 4 本）

向拝帰ル又 3 6 3（柱 4 本）

脇障子 2 10 2

小脇 2 3 （扉脇壁？）

拝殿彫物 15 唐破風彫物？

壁板 7 35 7（三方壁）

本社敷鼻 4 3 4（隅木先彫物）

拝殿敷鼻 4 3 ？

〆 彫物悉皆 111

二丈四尺六寸

二丈弐尺

亀はら ○

　壱丈弐尺二寸

　壱丈六尺四寸 210

尺八石 150 2 貫 250 匁

六八石 50 500 匁？

〆 石悉皆 30

屋根屋手間 25

棰木本社 74 本〆 296

同拝殿垂木 　〆 312

二口〆 608 壱ツ三匁五分

釘かくし 本社 18、拝殿 28  〆 46 6　壱ツ弐朱 4+4+4+4 6+4+6+4 ？

両破風 10 ○

唐破風 3（5 訂正） ○

千鳥破 1 両 2 歩 ○

千木・鰹木 5

拝殿扉鉄金具 6 ○

高欄・脇障子 5 ○

角木鼻・茅おい・布裏 5 ○

鉄物 18

〆（金具悉皆） 94 両 2 歩

大工木挽 150

飯米 140 俵 55

〆 465 両 2 歩

表 2　「萬覚帳」と「御本社金積帳」・「絵図」の比較
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大
滝
神
社
本
殿
及
び
拝
殿
の
普
請
経
過
と
設
計
変
更
時
期
に
つ
い
て

（
二
）「
御
本
社
金
積
帳
」
と
絵
図

　

絵
図
は
拝
殿
正
面
図
（
拝
殿
両
端
に
本
殿
の
両
端
が
見
え
る
）
と
本
殿
・
拝

殿
の
左
立
面
図
で
、
平
面
図
は
な
い
。
こ
の
図
か
ら
拝
殿
は
ほ
ぼ
二
間
四
方
の

大
き
さ
で
、
正
面
に
虹
梁
を
入
れ
て
中
柱
を
省
き
、
四
周
に
縁
を
巡
ら
す
平
面

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
殿
は
左
立
面
図
か
ら
側
面
二
間
で
あ
る
こ
と
、
正

面
は
二
間
幅
の
拝
殿
外
側
に
本
殿
の
向
拝
柱
と
脇
障
子
が
描
か
れ
る
こ
と
、
さ

ら
に
本
殿
側
面
の
一
間
の
大
き
さ
か
ら
、正
面
三
間
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

し
か
し
、
本
殿
正
面
柱
と
向
拝
柱
の
中
柱
二
本
の
有
無
は
わ
か
ら
な
い
。
表
２

の
右
は
「
御
本
社
金
積
帳
」
に
で
て
く
る
本
殿
や
拝
殿
（
御
輿
殿
）
の
部
材
名

称
（
彫
刻
題
材
を
含
む
）
と
そ
の
数
量
、
絵
図
に
描
か
れ
る
部
材
名
と
推
定
さ

れ
た
平
面
か
ら
得
ら
れ
た
数
量
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
殿
彫
物
工
事
に

つ
い
て
み
る
と
、
木
鼻
獅
子
は
絵
図
に
あ
る
よ
う
に
円
柱
四
隅
に
二
個
が
四
本

で
八
個
、
向
拝
両
端
柱
に
一
個
ず
つ
で
二
個
、
合
計
十
個
で
金
積
帳
の
十
二
個

と
異
な
る
。
こ
の
十
二
個
は
頭
貫
の
配
置
か
ら
考
え
て
不
自
然
で
、
向
拝
両
端

柱
の
正
面
側
も
誤
っ
て
含
め
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
蟇
股
は
背

面
の
円
柱
間
に
三
個
、
両
側
面
の
円
柱
間
に
四
個
で
合
計
七
個
で
あ
る
。
正
面

円
柱
間
に
三
個
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
角
柱
に
取
り
付
く
手
挟
が
四
個
で
あ

る
か
ら
、
向
拝
角
柱
は
四
本
と
な
り
、
そ
の
間
の
頭
貫
（
水
引
虹
梁
）
上
に
向

拝
蟇
股
三
個
が
載
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
身
舎
正
面
の
円
柱
間
に
も

蟇
股
三
個
が
考
え
ら
れ
、
合
計
十
個
と
一
致
す
る
。
脇
障
子
は
立
面
に
二
ヶ
所

あ
り
問
題
な
い
。
本
殿
の
小
脇
と
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
木
積
で
後
述
す
る

よ
う
に
現
拝
殿
と
同
じ
よ
う
に
本
殿
正
面
に
虹
梁
を
入
れ
て
円
柱
二
本
を
省

き
、
そ
の
奥
に
設
け
た
入
口
扉
の
両
脇
の
小
さ
な
袖
壁
を
指
し
、
そ
の
袖
壁
に

彫
刻
を
入
れ
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
壁
板
七
枚
は
側
背
面
の
七
つ
の
壁

面
に
彫
刻
を
入
れ
よ
う
と
し
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
こ
と
や
向
拝
に
入
れ
る

蟇
股
数
は
、
本
殿
が
正
面
三
間
側
面
二
間
の
平
面
を
考
え
て
い
た
こ
と
を
裏
付

け
る
。

　

拝
殿
彫
物
に
つ
い
て
は
「
御
本
社
金
積
帳
」
に
は
数
量
の
明
記
が
な
く
、
金

額
は
十
五
両
と
高
い
。
図
面
を
み
る
と
、
唐
破
風
正
面
に
取
付
け
る
大
き
な
懸

魚
と
そ
の
両
脇
に
あ
る
桁
隠
の
懸
魚
が
凝
っ
た
彫
物
で
描
か
れ
て
あ
り
、
こ
の

部
分
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
絵
図
に
は
台
輪
上
に
波
を
題
材
と
し
た
蟇

股
も
あ
り
、
こ
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
彫
師
が
手
掛
け
る
よ
う
な
凝
っ

た
彫
り
で
は
な
く
、
大
工
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
殿
・
拝
殿
に
そ
れ

ぞ
れ
四
ツ
み
ら
れ
る
敷
鼻
は
、
不
明
な
部
分
が
多
い
。
敷
鼻
と
は
拳
鼻
を
指
す

と
の
意
も
あ
る
が（

（
（

、
単
な
る
拳
鼻
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
拝
殿
を
例
に
と
れ

ば
頭
貫
の
拳
鼻
は
四
隅
柱
で
八
ツ
あ
り
、
絵
図
か
ら
は
彫
師
が
担
当
す
る
部
分

で
は
な
く
、
大
工
が
担
当
す
る
部
分
で
あ
る
。
絵
図
で
拳
鼻
が
彫
刻
と
な
る
部

分
を
探
す
と
、
本
殿
の
廻
り
縁
を
支
え
る
腰
組
の
四
隅
の
木
鼻
先
端
に
華
や
か

な
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。「
御
本
社
金
積
帳
」
で
は
敷
鼻
四
ツ
三
両
で
一
個

あ
た
り
〇
・
七
五
両
と
、
獅
子
木
鼻
の
一
個
当
た
り
〇
・
八
三
両
に
近
い
立
派
な

彫
物
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
数
量
・
金
額
か
ら
み
て
敷
鼻
彫
刻
は
縁
腰
組
の

四
隅
先
端
の
彫
物
と
考
え
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
拝
殿
に
は
そ
れ
ら

し
い
も
の
は
見
当
た
ら
ず
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

　

次
に
絵
図
の
石
工
事
を
み
る
と
、
拝
殿
前
に
長
い
石
段
二
本
、
本
殿
下
に
や

や
背
の
低
い
切
石
積
み
基
壇
と
そ
の
上
の
石
亀
腹
、
拝
殿
下
の
切
石
積
み
に
よ

る
基
壇
と
礎
石
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、「
御
本
社
金
積
帳
」
の
書
込
み
が
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六
十
六
巻
一
号

図
面
と
同
じ
内
容
か
ど
う
か
の
確
認
は
難
し
く
、
亀
腹
や
切
石
に
二
種
類
が
あ

る
こ
と
が
分
か
る
程
度
で
あ
る
。

（
三
）「
御
本
社
木
積
帳
」
と
絵
図

　
「
御
本
社
金
積
帳
」
と
同
じ
よ
う
に
「
御
本
社
木
積
帳
」
の
本
数
と
絵
図
の

本
数
を
比
較
し
た
部
材
一
覧
が
表
３
で
あ
る
。
本
社
の
身
舎
柱
（
円
柱
）
八

本
、
向
拝
柱
四
本
か
ら
本
殿
は
正
面
三
間
で
、
側
面
二
間
の
平
面
で
、
正
面
中

柱
二
本
が
省
か
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
一
方
、
本
殿
の
柱
間
は
壁
板
幅

四
・
五
尺
に
柱
径
の
約
七
・
五
寸
を
足
し
て
五
・
二
五
尺
が
考
え
ら
れ
、
正
面
約

十
五
・
七
五
尺
側
面
約
一
〇
・
五
尺
の
平
面
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
十
五
・
七
五

尺
幅
は
身
舎
正
面
に
架
か
る
虹
梁
の
木
積
長
十
六
尺
に
ほ
ぼ
一
致
し
、
正
面
柱

が
二
本
省
か
れ
た
推
測
に
一
致
す
る
。
残
り
の
長
十
六
尺
の
虹
梁
二
本
は
両
妻

に
架
か
る
虹
梁
、
長
九
尺
の
曲
虹
梁
は
妻
の
上
段
の
虹
梁
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
よ
う
に
長
押
の
一
部
を
除
き
、
丸
桁
、
指
棟
桁
、
頭
貫
、
壁
板
、
箱

檀
も
絵
図
に
記
載
さ
れ
る
長
さ
に
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
に
拝
殿

も
頭
貫
六
・
五
尺
が
八
本
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
、
柱
間
一
間
は
六
・
五
尺
と
考
え

ら
れ
、
入
口
正
面
に
架
か
る
虹
梁
の
長
さ
一
丈
三
尺
に
一
致
す
る
。
側
面
も
同

様
十
三
尺
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
仮
定
す
る
と
、柱
本
数
だ
け
で
な
く
、

丸
桁
、
平
桁
、
頭
貫
も
長
さ
と
本
数
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
こ
の
時
の
本
殿
及
び

拝
殿
の
平
面
は
図
１
右
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
主
要
な
柱

間
以
外
の
寸
法
は
絵
図
に
よ
る
比
例
寸
法
を
用
い
て
描
い
た
。拝
殿
柱
は
円
柱
・

角
柱
の
記
載
が
な
い
が
、
絵
図
で
は
柱
頭
に
粽
が
あ
る
こ
と
か
ら
円
柱
と
考
え

ら
れ
る
。

御本社木積 絵図
名称 大きさ 本数 本数

本
社

丸柱　 7 寸 5 分　長 1 丈 3 尺　割柱（正角） 8 8
向拝柱（角柱） 6 寸角　長 1 丈 3 尺　割柱（正角） 4 （4）
虹梁 大 1 尺 2 寸厚 7 寸　5 尺 5 寸廻り　長 1 丈 6 尺　 3 1（正面）+2（妻）
曲虹梁 幅 8 寸厚 7 寸（4 尺 5 寸廻り）　長 9 尺　 2 2（妻）
丸桁 大 4 寸ﾆ 6 寸　4 尺廻り　長 2 丈 9 尺　 3 身舎桁 2+ 向拝桁 1
指棟桁 大 4 寸ﾆ 6 寸　4 尺 5 寸廻り　長 1 丈 3 尺 5 寸　 6 妻（棟 1+ 母屋 2）
頭貫 大 7 寸厚 3 寸　5 尺廻り　長 1 丈 5 尺　 3 （桁 15 尺 + 妻 10 尺× 2）
長押 大サ 4 寸ﾆ 5 寸　1 丈 6 尺　是ﾊ尺木ゟ割 5 桁内法 2、地 1, 内部 2
長押 同断　1 丈　同 5 妻地 2、内部 2+?
長押 同断　1 丈 1 尺　同 2 妻内法 2
壁板 4 尺 5 寸幅 6 尺 5 寸　5 尺 8 寸ﾆても厚 1 寸 7 2+3+2
箱檀 大サ 6 寸ﾆ 7 寸　5 尺廻り　1 丈 6 尺 5 寸 5 5

拝
殿
（
御
輿
殿
）

柱 大サ 7 寸　4 尺 5 寸廻り　長 1 丈 4 尺 5 寸 6 6
虹梁 幅 1 尺 3 寸厚 7 寸　6 尺廻り　長 1 丈 3 尺 2 （正面背面 2）
丸桁 大 4 寸ﾆ 6 寸　4 尺 5 寸廻り　長 1 丈 6 尺 2 2
同 同断　4 尺 5 寸廻り　長 1 丈 9 尺 2 2
平桁（台輪？） 大 3 寸 5 寸 6 分　5 尺廻りﾆて 3 挺取　長 1 丈 5 尺 5 寸 4 4
頭貫 大同断　5 尺廻り　長 6 尺 5 寸 8 8

枡形・破風・其他割物分 長 4 尺、5 尺、6 尺、8 尺　但 2 尺位宜候　
8 尺 9 尺廻りの材木板

積不
30枚計

表 3　「御本社木積帳」と絵図の比較
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大
滝
神
社
本
殿
及
び
拝
殿
の
普
請
経
過
と
設
計
変
更
時
期
に
つ
い
て

（
四
）「
御
本
社
金
積
帳
」・「
御
本
社
木
積
帳
」
と
絵
図
の
作
成
時
期 

　

以
上
の
検
討
か
ら
、絵
図
は
「
御
本
社
金
積
帳
」
お
よ
び
「
御
本
社
木
積
帳
」

の
見
積
根
拠
と
な
る
図
で
あ
る
と
ほ
ぼ
言
え
る
。「
御
本
社
金
積
帳
」
は
天
保

十
一
年
十
一
月
、「
御
本
社
木
積
帳
」
は
同
十
二
月
の
日
付
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
段
階
で
は
勘
左
衛
門
は
こ
の
計
画
平
面
や
姿
を
想
定
し
て
金
積
・
木
積
を
し
、

施
主
に
提
出
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

一
方
、
建
設
経
過
で
述
べ
た
よ
う
に
大
工
の
勘
左
衛
門
と
善
太
郎
は
天
保

十
一
年
十
二
月
十
八
日
〜
二
十
四
日
の
八
日
半
を
大
滝
神
社
に
関
す
る
作
業
を

し
て
い
た
。
翌
年
正
月
か
ら
三
月
八
日
の
間
も
両
人
は
同
様
に
大
滝
神
社
に
関

す
る
作
業
を
し
、特
に
二
月
下
旬
か
ら
三
月
上
旬
の
七
日
半
の
善
太
郎
に
は「
絵

図
」
と
書
き
添
え
て
お
り
、
絵
図
作
業
を
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
善
太

郎
は
三
月
の
釿
立
以
降
に
参
加
す
る
永
平
寺
大
工
や
五
箇
の
大
工
と
異
な
り
、

十
二
月
末
に
は
神
社
提
出
用
の
絵
図
作
成
の
た
め
に
勘
左
衛
門
に
協
力
し
、
三

月
八
日
ま
で
に
は
絵
図
を
確
実
に
描
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
両
見

積
書
と
絵
図
内
容
の
検
討
、
さ
ら
に
大
工
の
作
業
日
か
ら
、
絵
図
は
遅
く
と
も

天
保
十
二
年
三
月
上
旬
、
早
け
れ
ば
前
年
十
二
月
末
ま
で
に
は
描
か
れ
た
と
推

測
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
勘
左
衛
門
は
天
保
十
一
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
翌
年
正
月
十

日
ま
で
今
庄
か
ら
大
坂
に
出
か
け
た
こ
と
が
「
萬
覚
帳
」
に
み
え
る
。
二
十
七

日
板
取
泊
、
二
十
八
日
に
府
田
中
、
柳
ケ
瀬
を
と
お
り
長
浜
泊
、
二
十
九
日
こ

う
の
け
を
へ
て
武
佐
泊
、
三
十
日
伏
見
か
ら
舟
で
大
坂
と
な
る
。
帰
り
は
八
日

に
大
坂
か
ら
舟
で
伏
見
に
朝
到
着
し
、
矢
□
で
舟
に
の
り
、
守
山
泊
、
九
日
米

原
泊
、
十
日
に
木
元
（
木
之
本
）、
柳
ケ
瀬
、
栃
ノ
木
峠
を
へ
て
今
庄
泊
と
な

る
。
正
月
一
日
〜
七
日
は
大
坂
の
ど
こ
に
居
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
天
保
十
一

年
十
二
月
二
十
四
日
ま
で
大
滝
神
社
の
作
業
し
、
年
末
か
ら
新
年
に
か
け
て
大

坂
、
そ
し
て
一
月
二
日
〜
七
日
、
同
月
二
十
二
日
か
ら
二
月
二
十
七
日
、
閏
一

図 1　平面図（左：現状（『福井県史』より転載（mm））右：当初復元（尺））
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月
は
作
業
が
み
ら
れ
ず
、
二
月
二
十
一
日
〜
三
月
八
日
ま
で
大
滝
神
社
の
作
業

を
し
て
い
る
。
正
月
の
寒
い
時
期
に
大
坂
に
物
見
の
旅
に
出
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
ず
、
作
事
に
関
係
す
る
何
ら
か
の
用
事
の
た
め
大
坂
に
行
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
天
保
十
一
年
の
勘
左
衛
門
は
民
家
で
あ
る
保
田
村
の
六
兵
衛
、
篠
尾

村
の
弥
三
右
衛
門
、
久
保
村
の
横
山
弥
三
太
夫
家
に
関
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
作
事
で
大
坂
に
い
く
こ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
大
滝
神
社
普
請
に
絡

ん
で
早
急
に
大
坂
で
打
ち
合
わ
せ
る
か
な
に
か
の
用
事
が
あ
っ
た
の
で
な
い

か
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
見
積
の
本
殿
・
拝
殿
に
は
多
数
の
木
鼻
、

懸
魚
、
蟇
股
、
壁
板
に
彫
刻
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
本
殿
・
拝

殿
担
当
の
彫
刻
師
と
の
打
ち
合
わ
せ
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
勘
左
衛
門

は
大
坂
に
行
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
す
で
に
指
摘
し
て
い
る

よ
う
に
勘
左
衛
門
は
天
保
九
年
二
月
か
ら
五
月
上
旬
ま
で
大
坂
で
仕
事
を
し
て

い
た
と
さ
れ（

（
（

、
大
坂
の
彫
刻
師
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
推
論
は
強
ち
全
く
の
想
像
と
否
定
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。

　
　
　

四　

現
社
殿
へ
の
設
計
変
更
時
期

　

前
述
の
よ
う
に
絵
図
と
現
本
殿
及
び
拝
殿
は
本
殿
と
拝
殿
が
接
し
て
建
て
ら

れ
、
屋
根
が
一
体
と
な
る
こ
と
な
ど
を
除
く
と
、
そ
の
細
か
な
姿
は
大
き
く
異

な
る
。
こ
の
変
更
は
何
時
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
答
え

る
資
料
と
し
て
「
金
銀
米
出
入
大
工
勘
左
衛
門
殿
請
取
帳
」
の
内
容
が
参
考
と

な
る
。
こ
の
史
料
は
神
社
の
普
請
世
話
方
月
番
の
喜
兵
衛
と
喜
左
衛
門
が
天
保

十
二
年
六
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
大
工
勘
左
衛
門
に
支
払
っ
た
作
料
と
飯
米
の

記
録
で
、
表
紙
を
含
め
四
頁
で
あ
る
。
飯
米
、
作
料
に
続
く
最
後
の
頁
に
、

「
一
金
■
両
弐
歩　

受
取

　
　

是
ハ
絵
図
木
取
奇
進
札
け
す
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

悉
結
煩
料

三
拾
壱
人
半

一
銀
八
拾
匁
六
分

　
　

入
工
木
挽
手
間
料

一
銀
三
拾
匁　

飯
米
料

〆
四
百
拾
匁
六
分　

受
取

　

此
内
八
拾
匁
六
分

　
　
　
　
　
　

八
右
衛
門
様
飯
米
料
ニ
払

　

丑
七
月
十
二
日
」

と
あ
る
（
写
真
６
）（

（（
（

。
こ
の
記
載
か

ら
絵
図
・
木
取
・
寄
進
札
け
ず
り
料

と
し
て
金
■
（
判
読
不
明
文
字
）
両

弐
歩
を
勘
左
衛
門
へ
支
払
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
絵
図
の
作
成
は
既
述
の

よ
う
に
勘
左
衛
門
と
善
太
郎
に
よ
っ

て
二
月
〜
三
月
に
か
け
て
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
支
払
が
七
月
に
ず
れ
込

ん
だ
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

が
、
木
取
り（

（（
（

は
当
初
見
積
に
含
ま
れ
る
も
の
で
、
後
か
ら
追
加
さ
れ
た
工
事
分

写真6　「金銀米出入大工勘左衛門殿請取帳」
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大
滝
神
社
本
殿
及
び
拝
殿
の
普
請
経
過
と
設
計
変
更
時
期
に
つ
い
て

と
な
る
。
ま
た
、
寄
進
札
の
削
り
代
も
当
初
見
積
に
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
絵
図
も
当
初
見
積
に
は
な
か
っ
た
も
の
が
追
加
さ

れ
た
た
め
と
な
る
。
絵
図
作
成
と
木
取
り
の
追
加
が
考
え
ら
れ
る
の
は
、
本
殿

及
び
拝
殿
が
当
初
の
設
計
と
は
異
な
る
姿
に
な
っ
た
た
め
で
、
こ
れ
は
本
殿
及

び
拝
殿
の
設
計
変
更
が
七
月
十
二
日
ま
で
に
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
次
条
の
木
挽
手
間
料
・
飯
米
料
は
設
計
変
更
に
と
も
な
っ
て
使
用
木
材
も

増
え
て
木
挽
の
人
工
数
も
増
加
し
、
追
加
の
支
払
が
勘
左
衛
門
に
な
さ
れ
た
も

の
と
推
定
で
き
る
。
金
■
両
弐
歩
は
支
払
合
計
銀
四
一
〇
匁
六
分
か
ら
木
挽
入

工
三
十
一
人
半
の
銀
八
十
匁
六
分
と
同
飯
米
代
銀
三
〇
匁
を
差
し
引
い
た
銀

三
〇
〇
匁
に
あ
た
り
、
こ
れ
が
大
工
の
増
加
金
額
と
考
え
ら
れ
る
。
同
帳
に
よ

れ
ば
、
六
月
十
一
日
、
十
二
日
に
勘
左
衛
門
の
使
い
で
あ
る
忠
左
衛
門
と
次
左

衛
門
（
い
ず
れ
も
後
述
の
「
萬
覚
帳
」
か
ら
木
挽
）
に
銀
一
〇
〇
匁
ず
つ
、
七

月
七
日
に
銀
一
〇
〇
匁
、
十
二
日
銀
五
七
〇
匁
の
合
計
銀
八
七
〇
匁
（
金
七
両

二
歩
）
が
勘
左
衛
門
に
支
払
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
金
一
両
は
銀
一
一
六
匁

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
銀
三
〇
〇
匁
は
金
二
両
二
歩
強
と
な
り
、
金
■
両
は

金
二
両
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、「
萬
覚
帳
」
の
丑
年
七
月
十
二
日

に
勘
左
衛
門
は
金
七
両
二
歩
を
受
け
取
る
と
あ
り
、
こ
の
内
容
を
裏
付
け
て
い

る
。

　
「
萬
覚
帳
」に
は
金
七
両
二
歩
に
続
け
て
七
人
の
木
挽
と
大
工
一
人
に
支
払
っ

た
と
み
ら
れ
る
金
額
が
記
さ
れ
る
。
木
挽
名
は「
権
現
様
御
普
請
雑
用
出
入
帳
」

中
の
釿
立
祝
儀
に
み
ら
れ
る
木
挽
や
同
帳
で
支
払
を
受
け
た
木
挽
と
大
工
で
あ

る
。「
萬
覚
帳
」
の
次
頁
に
横
線
で
消
さ
れ
た
下
書
き
と
み
ら
れ
る
書
込
み
が

あ
り
、「
一
、五
人
／
一
、
弐
人
／
一
、三
十
壱
人
／
三
拾
人
／
〆
六
拾
八
人
／

金
弐
両
二
歩
」、
次
左
衛
門
を
は
じ
め
と
す
る
木
挽
六
人
と
そ
の
工
数
と
そ
の

内
の
入
工
数
、
続
け
て
「
此
方
江
／
金
五
両
借
用
」、
そ
し
て
「
入
工
／
〆
三

拾
壱
人
半
／
九
拾
匁
六
分
／
〆
百
拾
匁
六
分
／
七
月
十
三
日
迄
ニ
」
と
あ
る
。

各
木
挽
の
工
数
合
計
は
百
九
十
九
人
工
で
、
内
入
工
数
の
合
計
は
三
十
一
・
五

人
と
な
り
、
後
者
の
木
挽
入
工
数
の
〆
と
一
致
し
、
銀
九
〇
匁
六
分
と
三
〇
匁

が
入
工
に
か
か
る
費
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
、
合
計
が
一
一
〇
匁
六

分
で
、
一
〇
匁
少
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
金
銀
米
出
入
大
工
勘
左
衛
門

殿
請
取
帳
」
に
入
工
木
挽
手
間
料
銀
八
〇
匁
六
分
と
飯
米
料
銀
三
〇
匁
、
さ

ら
に
そ
の
添
え
書
き
に
「
三
拾
壱
人
半
」
と
あ
り
、「
萬
覚
帳
」
の
九
〇
匁
は

八
〇
匁
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
。
入
工
以
外
の
木
挽
工
数
は
百
九
十
九
人
か
ら

三
十
一
人
半
を
差
し
引
い
た
百
六
十
七
人
半
と
な
る
。
木
挽
一
人
工
の
作
料
と

飯
米
料
を
入
工
木
挽
の
支
払
金
額
か
ら
推
定
す
る
と
、
作
料
と
飯
米
の
合
計
は

一
人
工
約
三
・
五
匁
と
な
る
。
木
挽
百
六
十
七
人
半
の
金
額
は
約
五
八
六
匁
と

な
り
、
こ
れ
は
一
両
を
銀
一
一
六
匁
と
仮
定
す
る
と
金
五
・
〇
五
両
余
に
相
当

し
、
勘
左
衛
門
の
「
金
五
両
借
用
」
が
理
解
で
き
る
。
勘
左
衛
門
が
木
挽
の
支

払
に
必
要
な
金
額
を
見
積
り
、神
社
に
要
望
し
た
こ
と
が
「
七
月
十
三
日
迄
ニ
」

と
い
う
文
言
か
ら
推
測
さ
れ
、
七
月
十
二
日
に
神
社
か
ら
支
払
を
受
け
た
こ
と

と
一
致
す
る
。

　

こ
の
推
論
を
進
め
る
と
、「
萬
覚
帳
」
の
明
細
の
な
い
六
十
八
人
工
の
金
二

両
二
歩
は
「
金
銀
米
出
入
大
工
勘
左
衛
門
殿
請
取
帳
」
の
絵
図
・
木
取
・
寄

進
札
削
り
の
人
工
増
に
よ
る
増
費
用
と
な
る
。
銀
三
〇
〇
匁
を
大
工
六
十
八

人
の
作
料
と
仮
定
す
る
と
、
一
人
工
約
四
・
四
匁
と
な
り
天
保
十
一
年
七
月
の

勘
左
衛
門
の
日
当
三
・
五
匁
に
比
較
し
て
九
分
高
い
が（

（（
（

、
飯
米
代
込
み
の
金
額
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と
考
え
る
と
問
題
な
い（

（（
（

。
な
お
、
こ
の
時
の
金
一
両
は
増
工
事
の
記
載
か
ら

銀
百
二
〇
匁
、
同
日
ま
で
の
金
七
両
二
歩
の
支
払
か
ら
銀
一
一
六
匁
で
あ
っ

た
。「
金
銀
米
出
入
大
工
勘
左
衛
門
殿
請
取
帳
」
の
十
二
月
に
は
金
一
両
が
銀

一
一
八
匁
で
銀
札
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
銀
札
は
福
井
藩
札
で
当
時
の
銀

相
場
と
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
、
さ
ら
に
藩
札
の
金
銀
相
場
も
変

動
が
激
し
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
以
上
か
ら
、
こ
の
推
論
は
ほ
ぼ
間
違

い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
設
計
変
更
に
伴
う
増
工
事
費
と
当
初
見
積
の
大
工
・

木
挽
に
関
す
る
金
額
は
勘
左
衛
門
が
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て

社
殿
絵
図
に
大
き
な
変
更
が
加
え
ら
れ
、
木
挽
に
よ
る
材
木
の
荒
削
り
作
業
や

大
工
の
木
取
り
作
業
が
終
わ
っ
て
い
た
の
は
七
月
十
二
日
ま
で
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

一
方
、「
萬
覚
帳
」
に
記
載
さ
れ
る
天
保
十
二
年
二
月
下
旬
か
ら
三
月
上
旬

に
か
け
て
勘
左
衛
門
と
善
太
郎
が
お
こ
な
っ
た
絵
図
作
成
は
、
設
計
変
更
で
増

加
し
た
大
工
や
木
挽
人
工
数
を
書
き
上
げ
て
い
る
頁
と
は
別
に
前
頁
に
書
き
上

げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
滝
神
社
蔵
の
当
初
の
本
殿
お
よ
び
拝
殿
の
絵
図
を
作

成
し
て
い
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

五　

ま 

と 

め

　

天
保
期
の
大
滝
神
社
の
普
請
関
係
文
書
と
絵
図
、
同
本
殿
及
び
拝
殿
の
棟
梁

大
久
保
勘
左
衛
門
の
覚
書
「
萬
覚
帳
」
を
検
討
し
て
、
現
建
物
の
建
設
経
過
、

さ
ら
に
絵
図
の
内
容
が
「
御
本
社
金
積
帳
」・「
御
本
社
木
積
帳
」、「
萬
覚
帳
」

の
金
積
・
木
積
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
当
初
計
画
の
本
殿
及

び
拝
殿
の
平
面
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
上
で
、「
金
銀
米
出
入
大
工
勘
左
衛

門
殿
請
取
帳
」
と
「
萬
覚
帳
」
を
相
互
に
検
討
し
、
現
社
殿
へ
の
設
計
変
更
が

天
保
十
二
年
七
月
頃
に
は
完
了
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
現
本
殿
及
び
拝
殿
が
一
部
の
研
究
者
で
い
わ
れ
て
い
る
柏
原
の

八
幡
神
社
本
殿
及
び
拝
殿
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
は

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
当
初
設
計
の
絵
図
の
姿
か
ら
は
八
幡

神
社
社
殿
の
影
響
を
見
て
取
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
現
社
殿
へ
の
変
更
を
考
え

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
す
で
に
重
層
の
神
社
本
殿
は
慶
長
期
に
富
士
山
本
宮
浅

間
神
社
本
殿
で
出
来
上
が
っ
て
お
り（

（（
（

、
重
層
の
拝
殿
は
江
戸
後
期
に
神
部
神
社

浅
間
神
社
拝
殿
に
み
ら
れ（

（（
（

、
そ
の
姿
か
ら
着
想
を
得
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
な

く
も
な
い
が
単
な
る
想
像
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
変
更
さ
れ
た
理
由
に
つ

い
て
も
一
切
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今

後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

謝
辞

　

本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
大
久
保
洋
一
氏
、
大
滝
神
社
宮
司
上
嶋
晃
智
氏
、
福

井
県
文
書
館
、
越
前
市
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
か
ら
資
料
提

供
、
助
言
の
協
力
を
戴
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
関
係
各
位
に
末
尾
な
が
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

註（
１
）
大
滝
神
社
蔵　
「
口
上
書
」、「
御
本
社
金
積
帳
」、「
御
本
社
木
積
帳
」、「
権
現
様
御

普
請
雑
用
出
入
帳
」、「
金
銀
米
出
入
大
工
勘
左
衛
門
殿
請
取
帳
」、「
口
演
」、
絵
図
二
枚
。
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大
滝
神
社
本
殿
及
び
拝
殿
の
普
請
経
過
と
設
計
変
更
時
期
に
つ
い
て

な
お
、
一
連
の
普
請
資
料
の
一
つ
で
あ
る
「
大
滝
児
権
現
下
宮
彫
刻
等
奉
加
帳
」
は
、

指
定
時
に
神
社
所
有
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
未
指
定
で
あ
る
。

（
２
）『
福
井
県
史 

資
料
編
14 

建
築.

絵
画.

彫
刻
等
』
一
九
八
九
年
七
月
。

（
３
）
大
久
保
洋
一
蔵
。

（
４
） 

福
井
県
文
書
館
蔵　

内
田
吉
左
衛
門
家
文
書
「
萬
覚
留
」
天
保
十
五
〜
弘
化
四
年
。

（
５
）「
権
現
様
御
普
請
雑
用
出
入
帳
」
の
寅
年
（
天
保
十
三
年
）
入
方
覚
に
は
、「
一
同
（
九

月
二
十
四
日
）　

二
百
匁　

片
山
村
氏
子
中
／
古
宮
御
殿
代
受
取
」
と
あ
り
、
本
殿
が
移

築
さ
れ
て
い
て
、
修
理
で
き
な
い
程
傷
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。

（
６
）
大
滝
神
社
蔵
、「
御
本
社
殿
檜
皮
葺
帳
」、
明
治
三
十
四
年
四
月
。
こ
の
年
に
社
殿
屋

根
が
杉
の
板
葺
か
ら
檜
皮
葺
に
変
更
さ
れ
て
い
る
の
で
、
木
挽
が
携
わ
っ
て
い
た
作
業

は
板
葺
板
（
杮
板
）
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
。

（
７
）
大
久
保
ま
さ
子
「
笏
谷
石
に
つ
い
て
」『
笏
谷
石
文
化
』
福
井
の
文
化
財
を
考
え
る

会
一
九
八
八
・
一
一
・
一
三
四
頁
。

（
８
）
坂
本
忠
規
「
斗
栱
各
部
寸
法
の
木
割
分
析
―
『
鎌
倉
造
営
名
目
』
に
お
け
る

斗
栱
木
割
の
特
質　

そ
の
一
」
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集　

第
六
〇
八
号
・

二
〇
〇
六
・
一
〇
・
一
四
三
〜
一
四
八
頁
。
部
材
の
木
割
の
中
で
、「
敷
鼻
は
拳
鼻
の
こ
と
」

と
あ
る
。

（
９
）拙
稿「
永
平
寺
勅
使
門
と
大
久
保
勘
左
衛
門
―
大
久
保
勘
左
衛
門
家
史
料
の
研
究（
二
）

―
」『
若
越
郷
土
研
究
第
六
五
巻
一
号
』・
二
〇
二
〇
・
八
・
三
九
～
五
〇
頁
。

（
10
）「
悉
結
煩
料
」
の
部
分
を
「
悉
皆
之　

手
間
料
」
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
絵
図
や
木
取
の
変
更
な
ど
に
対
す
る
手
間
増
加
賃
で
あ
る
。
吉
田
純
一
「
大
瀧

神
社
所
蔵
「
社
殿
絵
図
」
の
調
査
」『
和
紙
の
里
第
35
号
』
二
〇
一
四
・
七
。

（
11
）
木
取
り
は
木
挽
に
よ
る
大
き
な
材
木
か
ら
必
要
な
寸
法
の
用
材
を
切
り
取
る
製
材
も

意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
所
定
寸
法
及
び
品
質
の
部
材
を
挽
き
割
る
よ
う
に
大
工
が
墨

掛
け
す
る
こ
と
を
言
う
。

（
12
）「
萬
覚
帳
」の
天
保
十
一
年
七
月
の
日
当
は
、勘
左
衛
門
が
三
・
五
匁
、貞
蔵
が
二
・
七
匁
、

喜
助
が
三
匁
と
あ
る
。
旧
木
下
家
住
宅
の
普
請
時
に
お
け
る
天
保
十
年
の
日
当
は
大
工

三
匁
で
あ
っ
た
。
こ
の
普
請
記
録
に
よ
れ
ば
、
天
保
二
年
は
木
挽
一
・
五
匁
、
大
工
二
匁
、

天
保
九
年
大
工
一
・
六
九
匁
、
天
保
十
三
年
木
挽
三
・
五
〜
五
・
五
匁
、
大
工
四
・
三
〜
四
・

五
匁
、
弟
子
二
匁
で
あ
っ
た
。

（
13
）「
萬
覚
帳
」
で
は
木
挽
三
十
一
・
五
人
工
で
飯
米
代
は
三
〇
匁
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
人

工
の
飯
米
代
は
約
九
分
五
厘
で
あ
っ
た
。 

（
14
）
重
層
の
本
殿
と
し
て
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
建
立
の
富
士
山
本
宮
浅
間
神
社
本
殿

が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
階
は
五
間
四
間
の
寄
棟
造
り
、
二
階
は
間
口
三
間
奥
行
二
間
の
流

造
で
、
共
に
桧
皮
葺
。

（
15
）
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
建
立
の
神
部
神
社
浅
間
神
社
拝
殿
。
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金銀米出入大工勘左衛門殿請取帳
権現様御普請諸雑用出入帳

★ 儀式

和暦と世話方名 干支 月 日
大滝神社史料

大久保勘左衛門「萬覚帳」
内容 金額（銀） 飯米（俵）

天保 11 年（1840） 子 4 月 下旬 口上書
8 月 3 五か行 1 人
9 月 8 〜 9 五か行 1.5 人
11 〜 12 頃 五ヶ 使物
11 月 御本社金積帳
12 月 御本社木積帳

16
五ヶ大瀧御宮 勘左衛門・善太郎  8 人半ずつ  貞蔵 3 人〜

24
27 板取泊 －府田中－柳ケ瀬－
28 長浜 －こうのけ－

むさ泊 －ふしみ－ふね
天保 12 年（1841） 丑 正月 大坂 ふね－ふしみ朝飯－矢 ?

守山泊
米原泊 －木元－柳ケ瀬−栃ノ木－

10 今庄泊
22

御宮 善太郎　9 人　勘左衛門　9 人、4 人、6 人〜
27

2 月 21
御宮 17 人　内善太郎 7.5 人図面〜

喜兵衛 3 月 8
釿立前 ★ ? まへ物等 ? 代　勘左衛門 50 匁、大工谷五郎 5 匁、大工小屋掛納酒代

? 釿立祝儀 896
（不明） 500 匁、70 匁
（不明） 200? 匁
4 月 25 杉木代　内田 ? 61.8
5 月 1 釿の立米弐俵 80

4 大久保勘左衛門支払 1000 1 貫
4 木代 10
5 かや代 10
6 150 匁　善太郎渡ス
7 わら代 10

（喜兵衛・喜左衛門） 10 0.5
30 木挽米代奥右衛門 20

6 月 3? 加やのに代　講ﾆ懸而　忠右衛門 2.2
志比大工手拭代　庄次郎　講ﾆ出ス

7 轟井利左衛門米代　奥右衛門渡ス 20
10 池田木挽 10
10 木挽引次左衛門 30
12 志比大工様　使　挽引 100
16 中判弐状　慎子紙大工へ渡 3.2
18 木持雑用　伊之助 5.8
30 奥右衛門　しばが ? 米代 45

11 使　忠左衛門 100
12 使　次左衛門 100
19 竹・木代 53

6 月 ? 1
6 月 ? 1
7 月 3 木手付渡し同人（奥右衛門） 80

3 挽引米代同人 19
7 勘左衛門 100
8 大工勘左衛門 100
11 杉木代　　庄三郎 55
12 大工勘左衛門　此分手付 1000
12 木挽善蔵（大工小屋板他） 41.2
12 小屋掛ﾆ付 4 人 58
12 大工藤左衛門　小屋掛け 3.5
12 1
12 2.5
12 大工勘左衛門（6/11+6/12+7/7+7/12 合計金 7 両 2 歩） 570 金 7 両 2 歩受取
12 絵図木取奇進札けすり　悉結煩料　　□両弐歩 300
12 銀 80 匁 6 分　入工木挽手間料 80.6
12 銀 30 匁　同上飯米料 30
13 460 匁
13 板代　六左衛門 5
13 くき　岩本　太小兵衛　内込め壱俵口 25 匁 76.5
15 わら代　岩本喜兵衛 21

喜左衛門 10 月 3 焚柴代払　忠左衛門 3.6
3 大工勘左衛門　手間代渡ス 1000 宮様 1 貫
11 （谷五郎手間 6.5 人代） 30.5

12 月 10 〜 22　池田木ノ方　金左衛門 1050

表 1　社殿普請の経過
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和暦と世話方名 干支 月 日
大滝神社史料

大久保勘左衛門「萬覚帳」
内容 金額（銀） 飯米（俵）

12 かや代 7
12 手間代 3
12 木引ﾆ付村々（五ヶ世話人様） 150
17 大工勘左衛門 2776
17 大工勘左衛門（32 両　1 両につき 118 匁　銀札 ?） 3776
17 13
22 わら小縄縄縫い等 2668
23 木引酒代但大工通ﾆﾃ渡ス 20
25 ふじ切手間代 10.5
26 定友川ふしん　さノ 17.5
26 手間代残り　由右衛門 14
26 かや代残り　同人 2
25 池田木代　庄三郎 250
27 ひし切 2
27 池田飯料宛代　庄三郎 50
27 榑引之方へ渡ス　八右衛門 200

★ 27 をく　但し丁之立之節 8.25
27 由右衛門上木切　金左衛門 14
27 池田行 23 人之方へ渡ス　同人 60
27 くき代　新四郎 46.4
27 七歩板弐間代 15

27 日に多数の出費あり、池田行き、豆腐、飯米、寄合、木挽の中心が八右衛門?
天保 13 年（1842） 寅 正月 18 池田行　金左衛門 20

彦左衛門 2 月 27 石屋平兵衛　手付 50
30 木代・雑用 481

3 月 2 木挽手伝人足所々　由右衛門 26
2 大工次左衛門 500
2 木切人足所々　理助 84
2 木代　彦太夫 50
2 杉木代　同人（金左衛門） 10
2 茅代　覚蔵 10
2 大工次左衛門 200
2 アワノ喜左衛門　米 2 俵 86
2 麻種 5 升 20
25 石屋賄代　金左衛門 50

新兵衛 4 月 14 金左衛門 35
16 石屋平兵衛 400
17 同人　大豆半俵 26
28 石屋吉右衛門 20

5 月 3 由右衛門　人足世 ? 代 38.5
3 かや代　久四郎 2.4
4 勘左衛門殿江渡　大工支　杢蔵 700
4 金左衛門　池田木張出方へ相渡し 250
5 さノ　小佐　人足代 13.5
5 竹代　庄三郎 12.8
5 小縄代　新四郎 2.3
5 大縄代　庄兵衛 1
25 さノ　油屋　次兵衛 5

26 〜 同人（石屋吉右衛門）白米 2 斗 6 升 32.9
重兵衛 6 月 9 彦左衛門、新ノ七兵衛　福井行 20.39

15 広瀬 大庄屋　菓子 3
16 大工勘左衛門 50
28 石屋銀左衛門 20
28 同人　米半俵 24
28 石屋平兵衛　小次帰（こずき）代 25

7 月 7 石屋渡ス 60
12 同人渡ス 500
12 弥三兵衛相渡ス（新兵衛 10.5 人、重兵衛 9 人） 64.93
12 わら代 1
12 池田木挽手間代金左衛門渡ス 50
12 金左衛門渡ス、池田権左衛門礼 7
12 大工勘左衛門相渡ス 300
13 さノ藤次郎　小縄 4 わ代 8
13 大工勘左衛門相渡ス 1500?
14 イ　太郎兵衛相渡ス 407
14 勘四郎酒代 6
14 五ケ廻 ? 時酒代 4.2
14 寄合時 3
14 坪田様、佐野様 ?
14 御山米代、割木割中 ? 12
14 藤井様 10
14 山 ? 様 5
? 願主代なり　重兵衛ふり分 5
? 鋲立御紙、間六状取久　くれ廿七 ? 60

宇右衛門 8 月 4 勘右衛門（竹かり） 3

金銀米出入大工勘左衛門殿請取帳
権現様御普請諸雑用出入帳

★ 儀式
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和暦と世話方名 干支 月 日
大滝神社史料

大久保勘左衛門「萬覚帳」
内容 金額（銀） 飯米（俵）

20 小山村木挽 30
20 手間代　次右衛門 10
20 かや代　清吉 3.5
20 かや代　助右衛門 1
20 かや代　与助 0.5
20 木挽　岩本六左エ門　す川権左衛門　 310
25 石屋渡ス 70
25 御宮木挽渡ス 50
25 米 1 俵　卯右衛門取次 43.5
25 紙半帖　木挽渡ス 1
25 かや代　小八 3.2

勘七右衛門 8 月 4 イ六左衛門 15
7 石屋 50
7 ツ ?? ば 20 文
7 池田太ちん 3
7 アハ太ちん 5
12 石屋 200
12 をすびり　新四郎 1
13 をわん三人 ? 11.9
13 さ　儀兵衛 42.5
13 をすべり　二枚 12
15 手間 2 人　次助 8
15 手間 2 人　甚九郎 8

9 月 1 かや代　庄五郎 2
2 小縄 1 束代　　卯右衛門取次 1.8
4 柴木 4 束代　同人 2
4 竹かり　勘右衛門 3
4 あさ代　庄三郎 20
7 手間代　弥惣 3.5
7 同　久右衛門 3.5
7 手間 3.5 人代　弥惣右衛門 14
7 手間代　文四郎 4
7 同 2.5 人代　由右衛門 10
7 手間代　次分八 4
7 同　伝助 4
7 同　加右衛門 4
7 かや代　彦 ??? 1.9
7 手間代　新助 6
7 同　弥惣 1
7 同　彦 ?? 6
7 御宮木挽渡ス 50
7 手間代　長九郎 4
7 御宮木挽渡ス　す川木挽引手間代 50
10 紙、しょうふのり、手間、　銭 30 文 1.9
10 杉の木割木代　同槻木代　不老吉左衛門 665
10 手間 1 人代　内 6 匁木代　重左衛門 10
11 角間木挽渡ス 100
17 す川　太左衛門渡ス 60
13 石屋渡ス 500
13 大工勘左衛門 1000
21 夜着代渡ス　久次郎 72
22 手間代　甚九郎 4

★ 22 地祭り御花米 1
22 をすべり代 28.5
24 御宮木挽渡ス 200
26 池田割木榑　竹代 7.5

10 月 2 木挽　イノ六左衛門 100
2 手間代　甚六 5
3 米代之方渡ス　庄三郎 100
7 池田六ヶ村江礼遣シ 43
7 木挽　イノ六左衛門渡ス 200
7 米かち賃　甚蔵 1
14 ろうそく 4.2
26 木挽　イノ六左衛門渡ス 64
26 御宮木挽渡ス 66
26 内 3.5 人大工勘左衛門頼ミ手間代共 3.5

10 月? 19 手間代　甚六 3
19 御宮木挽　手間代不足之方江相渡申也 3.5
19 米駄ちん内かち賃　甚六 3

勘七右衛門 寅 10 月 10 杉皮代 （入 9）
天保 14 年（1843） 卯 8 月 口演（再寄付願い）
天保 15 年（1844） 辰 正月 大滝児権現下宮彫刻等奉加帳

4 月 7 開帳（内田家文書）

金銀米出入大工勘左衛門殿請取帳
権現様御普請諸雑用出入帳

★ 儀式


